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第 51 回 肥満（その 3） 

  

❖青森県民と肥満：全国トップクラス 

 

 青森県民の肥満度はどうでしょうか？  

２つの表をみると明らかなように青森県は全国トップクラスの肥満県

です。 

 まず、学校の児童生徒。毎年地元紙で

「本県の○年生、今年も身長は全国一」

などの見出しが躍ります。小中学校で毎

年測定する身長と体重です。本県児童生

徒は身長も高いし、体重も重い。なかで

も体重はほとんどトップレベルであり、

その結果、肥満傾向児の割合もトップレ

ベルにあります（表 1）。小中学校では

体力・運動能力測定も同時に行います。

それをみると青森県児童生徒は、筋力は全国の中位で、持久走

は最下位レベルです。やはりその基盤には「肥満」があるので

しょう。 

Dｒ.中路の健やか通信（其の 51） 



 

 

 児童生徒が肥満傾向にあるのであれば、彼らが大人になっても「肥満」を引きずるのは

間違いないと考えられます。実際、あらゆるデータをみても青森県が全国トップレベルの

肥満県であることはまちがいありません（表 2）。 

 以前テレビの娯楽番組でインタビューを受け

たことがあります。「なぜ青森県民は全国一の肥

満なのか」という質問でした。「青森県は肥満に

対して寛大である。体のボリュームがあれば“か

らだが良い”とみなされ、相撲を勧めたりする。

この寛大さゆえに肥満が多いのか。肥満者が多いから寛大なのか。どちらが卵でどちらが

ニワトリかは分からないが・・」と答えました。ただ悔しかったのは、「おもしろくない」

（爆笑問題の太田光）という理由でカットされたことです。 

 

 

 

 


